
micro CA-25 取扱説明書

micro CA-25
検査カメラ

警告!
本機器を使用する前に取扱
説明書をよくお読みくださ
い。取扱説明書の内容を理
解せずに使用すると、感電
や火災、大けがを負う場合
があります。

micro CA-25 検査カメラ
銘板に記載されたシリアル番号を下記の空欄に控え、
保管してください。
シリアル番号
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micro CA-25 検査カメラ

目次
安全に関する注意 ........................................................................................................ 2
一般的な安全上の注意事項

作業場の安全 ............................................................................................................ 2
電気に関する安全 .................................................................................................... 2
作業者の安全に関する注意事項 ............................................................................. 2
本機器の使用と手入れ ............................................................................................ 3
保守点検作業 ............................................................................................................ 3

本機器の安全に関する注意事項
本機使用時の安全に関する注意事項 ..................................................................... 3

製品概要、仕様および標準付属品
概要 ........................................................................................................................... 4
仕様 ........................................................................................................................... 4
標準付属品 ................................................................................................................ 4
コントロール部 ........................................................................................................ 5

FCC規則 ...................................................................................................................... 5
電磁環境両立性（EMC） .......................................................................................... 5
本機の組み立て............................................................................................................ 5

バッテリーの交換および取り付け ......................................................................... 5
先端ツールの取り付け ............................................................................................ 6

操作前の点検 ............................................................................................................... 6
ツールと作業場所のセットアップ ............................................................................. 7
操作方法 ....................................................................................................................... 8

映像確認 ................................................................................................................... 8
メンテナンス ............................................................................................................... 9
保管 ............................................................................................................................... 9
点検と修理 ................................................................................................................... 9
廃棄 ............................................................................................................................ 10
電池の廃棄 ................................................................................................................ 10
保証や修理について ........................................................................................ウラ表紙
*説明書原本 – 英語



micro CA-25

micro CA-25
検査カメラ



�

micro CA-25 検査カメラ

安全に関する注意
取扱説明書と製品本体には、安全に関する重要な内容を伝えるために記号や表示が使用さ
れています。ここでは、これらの記号や表示をよりよく理解してもらうための説明を記載
しています。

この記号は、安全に関する警告記号です。けがを負う危険があることを警告していま
す。けがや死亡につながる危険を避けるため、この記号が記載された文章に従ってくだ
さい。

危険   この表示は、危険を示します。記載内容を無視すると、死亡または大けがを負うこ
とがあります。

警告   この表示は、警告を示します。記載内容を無視すると、死亡または大けがを負う可
能性があります。

注意   この表示は、注意を示します。記載内容を無視すると、軽度または中度のけがを負
う可能性があります。

注意！  この表示は、本機器の使用に関する内容を示します。
この記号は、「本機器を使用する前に取扱説明書をよく読んでください」ということを
意味します。取扱説明書には安全と本機器の正確な運転に関する重要な内容が記載され
ています。

この記号は、本機器の取扱い中や使用中にサイドシールドの付いた安全メガネまたは安
全ゴーグルを必ず着用しなければならないことを示します。

この記号は、ギアまたはその他の可動部に手指または体の他の部分が巻き込まれたり、
巻き付いたりする危険があることを示しています。

この記号は、感電の危険があることを示しています。

一般的な安全上の注意事項
 警告

安全に関する警告や指示は必ずお読みくださ
い。記載の警告や指示に従わないと、感電事
故や火災の発生、また重傷を負うことがあり
ます。

以下の指示は必ず順守してください！

作業場の安全
作業場所は常に清潔で明るくしてくださ
い。物が散乱していたり、暗い場所での
作業は事故につながります。

可燃性の液体やガス、粉塵などで爆発の
危険がある環境で本機器を使用しないで
ください。本機器の使用で火花が発生し
て、粉塵やガスに引火する場合がありま
す。

•

•

本機器の使用中は、子供や部外者を近寄
らせないでください。操作から注意がそ
れると本機器が制御できなくなるおそれ
があります。

電気に関する安全
パイプ、ラジエーター、レンジ、冷蔵庫
などの接地表面と体が接触しないように
してください。接地表面に接触すると感
電の危険が高まります。

本機器は雨にさらしたり濡らしたりしな
いでください。本機器内部に水が入り込
むと、感電する危険が高まります。

作業者の安全に関する注意事項
常に作業に集中し、常識的な判断力をも
って本機器を操作してください。疲労
していたり、薬物、アルコールや医薬品
の影響を受けた状態で本機器を操作しな
いでください。操作中に注意力が落ちる
と、重傷を負う原因につながります。

•

•

•

•
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腕などを伸ばし過ぎたり、姿勢を崩して本
機器を操作しないでください。常に足元を
しっかりさせ、バランスのとれた姿勢で操
作してください。バランスのよい姿勢で操
作すると、予期しない状況においても本機
器をうまく制御することができます。

保護具を使用しながら本機器を操作して
ください。目は常に保護してください。
防塵マスク、安全靴、ヘルメット、耳栓
など、保護具の使用によって、けがをす
る危険を軽減できます。

本機器の使用と手入れ
本機器に無理な力をかけないでください。必
ず用途に合った機器を使用してください。用
途に合った機器を正しく使用すると、作業が
安全に、またスムーズに行えます。

電源スイッチによるON/OFF切り替え
ができない状態で本機器を使用しないで
ください。スイッチ制御できない機器は
危険です。必ず修理を行ってください。

調整作業や付属品の交換、また本機器を
保管する場合は、本機器から電池を取り
外してから行ってください。このような
予防措置を講じることで、けがをする危
険を軽減することができます。

使用していない本機器は子供の手の届か
ない場所に保管し、本機器の取り扱いに
詳しくない人に操作をさせないでくださ
い。取り扱い方法を知らずに本機器を操
作すると危険です。

本機器の保守点検を実施してください。可動
部分が位置ずれしていたり、動かなくなって
いないか、なくなっていたり損傷のある部品
はないかなど、本機器操作に影響するおそれ
のある状態がないか確認してください。損傷
が見つかった場合は、必ず修理してから本機
器を使用してください。事故の多くは、しっ
かり保守点検が行われていない本機器を使用
したことが原因で発生します。

装置や付属品は、作業の条件や内容を考
慮し、また記載の指示に従って使用して
ください。用途以外の目的に機器を使用
すると危険です。

付属品は機器メーカーが推奨するものだ
けを使用してください。付属品の用途は
それぞれ異なります。機器に適合した付
属品を選んでください。

•

•

•

•

•

•

•

•

•

取っ手部分は乾燥した状態に保ち、油分
が付かないようにしてください。そうす
ることで本機器をしっかりと操作するこ
とができます。

保守点検作業
本機器の保守点検は適格者が行い、部品
は必ず同一部品で交換してください。適
格者が保守点検を行うことで、機器の安
全性を維持することができます。

本機器の安全に関する注意事項
 警告

ここでは、本機操作の安全に関する注意事項
について記載します。

感電または重傷の危険を軽減するため、micro 
CA-25 検査カメラを使用する前に、以下の注
意事項をよくお読みください。

以下の指示は必ず順守してください！

本説明書は、本機の携帯用ケースに付属の
専用ホルダーに保管して、いつでも参照で
きるようにしてください。

本機使用時の安全に関する注意事項
micro CA-25のカメラヘッドとケーブルは 
10'（3m）まで防水処置が施されています
が、ディスプレイは防水仕様ではありませ
ん。感電の危険がありますので、ディスプ
レイを水や雨で濡らさないでください。

電荷が存在しているような場所の近くに
本機を置かないでください。感電の危険
が高まります。

可動機器があるような場所の近くに本機
を置かないでください。けがをする危険
が高まります。

人を対象にした検査や医療上の作業に本
機を使用しないでください。本機は医療
機器ではありません。意図されていない
用途に使用すると、けがの原因になりま
す。

•

•

•

•

•

•
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本機を操作する際は、必ず適切な防護具
を使用して行ってください。排水管とそ
の周辺には、毒性や感染性のある化学物
質、バクテリアなどが存在している場合
があり、やけどなどの原因になることが
あります。防護具には、必ず必要な保護
メガネおよび排水管清掃用グローブの
他、ラテックスまたはゴム手袋、フェー
スシールド、ゴーグル、防護服、呼吸用
保護具、安全靴などがあります。

衛生状態に注意してください。本機で排
水やその周辺を検査した後は、化学薬品や
バクテリアを洗い流すため、手指や露出し
ている身体部分を石けん水で洗ってくださ
い。有害な物質や感染症を引き起こす物質
からの汚染を防ぐため、本機の操作中もし
くは取り扱い中は、物を食べたり、喫煙し
たりしないでください。

オペレーターの足元や本機の設置場所に
水がある状態で操作しないでください。
水中で電気機器を作動させると、感電の
危険が高まります。

本説明書には、必要に応じて、別冊子とし
てEC適合宣言書（890-011-320.10）
が含まれていることがあります。

製品概要、仕様および標準 
付属品
概要
本機は、画像センサーと3'（90cm）のケ
ーブルに取り付けられた光源から得たカラ
ー映像を表示します。狭い個所での検査に
使用でき、カラー映像をリアルタイムでカ
ラーLCDモニターに映し出します。また
本機には、φ17mmのカメラが取り付け
られています。

仕様
ディスプレイ ......... 2.4"（6.09cm） 

カラーLCDモニター 
（解像度480 x 234）

照明 ......................... 調整可能LED 4個

ケーブル長さ ......... 3'（90cm）固定 
10'（3m）まで防水 
仕様（IP67）

•

•

•

カメラヘッド ......... φ17mm

ビデオ出力 ............. RCA（3'（90cm） 
ケーブルを含む）

TV OUT ................. NTSC

操作温度 ................. 32°F～122°F 
(0°C～50°C)

保管温度 ................. 4°F～140°F 
(-20°C～60°C)

保管湿度 ................. 15%～85% RH

被写界深度（DOF） .... 0.04"（10mm） 
∞（無限大）

電源 ......................... 単三電池4本、アルカリ
または充電式

先端ツール ............. フック、マグネット、
ミラー

質量 ......................... 0.6kg

標準付属品
micro CA-25本体、3'（90cm）ケーブル
付きφ17mmカメラヘッドアッセンブリ

3'（90cm）RCAケーブル

フック、マグネット、ミラー

単三電池4本

携帯用ケース

取扱説明書

図1 - micro CA-25

•

•
•
•
•
•
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コントロール部

電源状態表示
ライト 

LED輝度の
調整（増）

電源

表示映像の回転

LED輝度の
調整（減）

図2 – コントロール部

FCC規則
本機は検査の結果、FCC規則パート15が規
定するクラスBデジタル装置の制限に準拠し
ていることが証明されています。これらの制
限は住宅地区で使用した場合に、有害な電波
干渉から保護することを目的としています。

本機は電波を発生させ、また使用してお
り、電波を放出する可能性があります。説
明書に従って設置、使用しないと無線通信
を妨害することがあります。

ただし、特定の設置条件で干渉が発生しな
いことを保証するものではありません。

ラジオやテレビの受信に対して本機による
有害な電波干渉が発生しているかどうか
は、本機電源のON/OFF操作を行うこと
で判断が可能です。以下の方法で電波干渉
を解消することをおすすめします。

受信アンテナの方向かその設置場所を変
更する。
本機と受信機との距離を離す｡
販売店やラジオ／テレビ技術者に問い合
わせる｡

•

•
•

電磁環境両立性（EMC）
電磁環境の両立性とは、機器が電磁と静電
の放出が存在する環境でも他の機器に電磁
的に干渉することなく問題なく機能するこ
とを意味します。

注意！  RIDGID micro CA-25 検査カメラは、
該当するEMC基準のすべてに適合しています。
ただ、本機が他の機器に干渉する可能性を排除
するものではありません。

本機の組み立て
 警告

本機使用中のけがを防止するため、下記の手順
に従い適切に組み立ててください。

バッテリーの交換および取り付け
本機にはまずバッテリーを取り付けることが必
要です。電源状態表示ライトが赤になっている
場合は、バッテリーの交換が必要です。また、
液漏れを防ぐため、長期間の保管の前にはバッ
テリーを本機から取り外してください｡

ロックボタンを中央方向にスライドさせて
バッテリードアを開け（図3）、本機からバ
ッテリー収納部を取り外します（図4）。必
要に応じてバッテリーを取り外します｡

図3 – バッテリードア

バッテリー収納部に表示されているプ
ラスとマイナスが合っていることを確
かめながら、新しい単三アルカリ電池
4本（LR6）を取り付けます。電池の
液漏れを防ぐため、必ずセット（4本
共）で交換するようにしてください。

1.

2.
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まずバッテリー収納部を検査カメラ
の端子終端までしっかり挿入しま
す。バッテリー収納部は1方向にし
か挿入できません。無理やり押し込
まないでください。バッテリードア
を閉めたら、しっかりと閉まってい
ることを確認してください。

図 4 – バッテリー収納部

先端ツールの取り付け
3種類の先端ツール（ミラー、フック、 
マグネット）（図1）はいずれも同様の方
法でカメラヘッドに装着できます。

カメラヘッド（図5）を保持しながら、接
続する先端ツールの半円部をカメラヘッド
の平坦部にかぶせ（図5）、ツールのもう
一方の端が外側に伸びるように1／4回転
させます。

先端ツール

図 5 – 先端ツールの取り付け

3. 操作前の点検
 警告

本機器を使用する前に必ず点検を行ってくだ
さい。感電などの原因による大けがの危険を軽
減し、ツールの破損を防止するため、点検の結
果、問題があれば適切な措置を講じてくださ
い。

電源が切れていることを確認してく
ださい。

バッテリー収納部を取り外して、本
機とバッテリーに破損がないか点検
します。必要があれば、バッテリー
を交換してください。バッテリーが
破損したままで、本機を使用しない
でください。

持っている手から本機がすべり落ち
ないように、本機に付いた油、グリ
ース、ごみを拭き取ってください。

部品がすべて揃っているか、破損、
摩耗、位置ずれ、引っかかりがない
か、また安全で正常な使用の障害に
なる状態がないか点検します。

カメラヘッドレンズに結露がないこ
とを確認してください。故障を防ぐ
ために、レンズ内部が結露している
場合はカメラを使用しないでくださ
い。水分は必ず蒸発させてから使用
してください。

ケーブルにひびや破損がないか、そ
の全長を点検します。ケーブルが破
損していると、本機内部に水が入る
場合があり、感電の危険が高まりま
す。

警告ラベルが貼付され、警告内容が
読める状態になっていることを確認
します。

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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図 6 – 警告ラベル

点検作業で問題が見つかった場合
は、修理を行うまで本機を使用しな
いでください。

乾いた手でバッテリーホルダーを再
びしっかりと挿入します｡

電源ボタンを1秒間押し続けます。
カメラの準備が完了するとディスプ
レイ上に映像が映し出されます｡本機
が正常に動作しない場合は、バッテ
リーを交換してみてください。

また、電源ボタンを1秒間押し続け
ると電源が切れます。

ツールと作業場所のセットア
ップ

 警告

感電や可動部分に引き込まれたりすることな
どによるけがの危険を軽減し、また本機やシ
ステムの破損を防ぐため、本機と作業場所の
セットアップは、以下の手順に従って行って
ください。

作業場の確認

十分な明るさがあること。

8.

9.

10.

11.

1.

•

引火性のある液体、発火のおそれ
のある気体、ほこりがないこと。
これらが存在する場合は、物質を
特定して状況が改善されるまで作
業を開始しないでください。本機
は防爆処理されておらず、火花を
発生させることがあります。

作業場が整理整頓されており、平
坦でかつ乾燥していること。足元
に水がある状態で本機を操作しな
いでください。

検査しようとする場所が本機の使用
に適しているか点検してください。

検 査 場 所 へ の 経 路 を 確 認 し ま す 。
φ17mmカメラヘッドが通過できる最小
幅はおよそφ3/4”（φ19mm）です。

ケーブルを急角度で曲げなければ
ならないような障害物がないか点
検します。検査カメラのケーブル
を安全に曲げることのできるのは
半径約5cmまでです。

検査場所に供給されている電源の
有無を確認します。感電の危険を
軽減するため、その電源を切って
ください。検査中に再び電源が入
ることを防ぐため、電源の遮断を
確認してください。

特に排水管内の検査では、化学薬品
の有無を確認してください。化学薬
品が存在する環境で本機を操作する
場合は、具体的な安全対策を理解し
ておくことが重要です。薬品の製造
メーカーに問い合わせるなどして、
化学物質による本機の故障や劣化を
防止してください。

検査場所とそこに設置されてい
るものの温度を確認してくださ
い。本機が正しく動作する温度は
0℃～50℃で、作業環境や接触す
るものがこの範囲を超える場合は
故障の原因となります。

検査しようとする場所での可動部
分の有無を確認してください。あ
る場合は、検査中に衣服や手指を
引き込まれないように可動部分の
電源を必ず切ってください。ま
た、検査中に動き出さないように
電源の遮断を確認してください。

•

•

2.

•

•

•

•

•

•
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本 機 が 用 途 に 合 っ て い な い 場 合 、
RIDGIDでは他の検査機器も販売しており
ます。RIDGID製品のリストは、製品カ
タログの他、www.RIDGID.comまたは
www.RIDGID.euでもご覧いただけます。

本機の点検は確実に行ってください。

用途に合った付属品を使用してくだ
さい。

操作方法
 警告

ほこりやその他の異物から目を守るため、必
ず保護メガネやゴーグルを着用してください。

感電、可動部分による引き込みなどによるけ
がの危険を軽減するため、操作に関する指示
にしたがって使用してください。

本機と検査場所が適切にセットアッ
プされ、検査場所には関係者以外が
いないこと、また操作中の注意を妨
げるようなものがないことを確認し
てください。

電源状態表示
ライト

LED輝度の
調整（増）

電源

表示映像の回転

LED輝度の
調整（減）

図7 － コントロール部

3.

4.

1.

 電源を入れる：電源ボタンを1秒間
押し続けます。

電源状態表示ライトが点灯します。電源
状態表示ライトが緑の場合、本機のバッ
テリー残量が十分なことを示していま
す。電源状態表示ライトが赤になってい
る場合は、バッテリーを交換してくださ
い。ライトが点灯しない場合は、バッテ
リーを交換する必要があります。

 ケーブルを曲げる：正しく検査を実
施するために、本機のケーブルをあ
らかじめ曲げたりする必要がありま
す。ケーブルの曲げ半径を5cm未満
にしないでください。破損の原因に
なります。

 LEDの輝度調整：LEDを点灯させま
す。検査を容易にするため、カメラ
ヘッドには4個の白色LEDが取り付
けられています。LEDを点灯させた
り、輝度を調整するには、＋と－の
ボタンを使用します。

 検査：検査しようとするスペースにカメ
ラヘッドとケーブルを挿入します。カメ
ラヘッドまたはケーブルは検査目的以外
に使用しないでください。カメラヘッド
とケーブルで検査経路を広げないでくだ
さい。本機や検査場所の損傷の原因とな
りますので、鋭角的な曲がり部分や狭い
スペースにカメラヘッドやケーブルを無
理に押し込まないでください。

 表示映像の回転：表示映像回転ボタ
ンを押すことで、画面に表示される
映像を180度ずつ回転することがで
きます。

 電源を切る：検査が完了したら、カ
メラヘッドとケーブルを検査場所か
らゆっくりと引き抜いてください。
電源ボタンを1秒間押し続けると電
源が切れます。最後のボタン操作か
ら30分経過した場合、またはバッテ
リー残量が低下した場合は自動的に
電源が切れます。

映像確認
付属のRCAケーブルを使用することで、本機
をテレビなどのモニターに接続して映像を確
認したり、録画したりすることが可能です。
画面の側面にあるカバーを開き、RCAケーブ
ルをTV OUTジャックに接続します。

2.

3.

4.

5.

6.

7.
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もう一方のケーブル端はテレビやモニタ
ーのVIDEO INジャックに接続してくださ
い。映像の表示には、使用するテレビや
モニターで入力設定が必要になる場合が
あります。

図 8 － TV OUT ジャック 

メンテナンス
 警告

メンテナンスを行う前に、必ず電池を取り外し
てください。

本機の使用後は、中性洗剤を使って必ず
カメラヘッドとケーブルからほこりや油
分を取り除いてください。

画面は乾いたきれいな布で軽く拭いてく
ださい。その際、画面表面に力をかけ過
ぎないようにしてください。

本体ディスプレイユニットは乾いたきれ
いな布で拭いてください。

保管
本機は-20℃～60℃の安全で乾燥した場
所に保管してください。

ツールは子供や機器の取り扱いに詳しくな
い人の手に届かない場所に安全に保管して
ください。

長期間の保管や輸送の場合は、液漏れを防
ぐため、あらかじめ電池を取り外してくだ
さい。

•

•

•

点検と修理
 警告

点検または修理を正しく行わないと、本機を
安全に作動させることができなくなることが
あります。

点検および修理は、リジッドの正規修理代
行店が行います。

日本エマソン株式会社  
リッジ事業部　お客様相談窓口

〒105-0022
東京都港区海岸1-16-1
ニューピア竹芝サウスタワービル7F
TEL：(03)5403-8560
FAX：(03)5403-8569
(祝祭日を除く月曜日から金曜日
9:00 ～ 17:00)
メールアドレス： Ridgid@emerson.co.jp
ホームページ： http://www.ridgid.jp

修理品に関しましては、下記までご連絡
下さい。

正規修理代行店 
コア・エレクトロニックシステム 

リジッド製品修理センター

〒224-0026
神奈川県横浜市都筑区南山田町4105
株式会社　コア・エレクトロニックシステム　
リジッド製品修理センター
TEL：045-534-8243
FAX：045-624-9123
(祝祭日を除く月曜日から金曜日9:00 ～ 
17:00)
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廃棄
本機の部品にはリサイクルが可能な貴重物
質が含まれています。お近くのリサイクル
専門業者にお問い合わせください。部品の
廃棄は、各規制に従って行ってください。
さらに詳しくは、廃棄処理機関にお問い合
わせください。

EC加盟国：電気機器は、家庭
ゴミと一緒に廃棄しないでくだ
さい！

電気・電子機器廃棄物に関
する欧州議会・理事会指令
2002/96/EC（WEEE指令）

および各加盟国の規制は、使用できなくな
った電気機器は分別収集し、環境に配慮し
た方法で処分することを定めています。

電池の廃棄
EC加盟国：不良や残量のなくなった電池
は指令2006/66/EECにしたがってリサ
イクルすることが義務付けられています。

それぞれの自治体の指示にしたがって廃棄
して下さい。



保証や修理について
保証期間：
保証は製品のご購入日から１年間とします。また、ご購入時の領収書は大切に保存してく
ださい。保証修理時に必要となります。

保証の範囲：
本機器の製造上および、材料に欠陥があった場合のみ保証の対象となります。

保証の適用対象外の事項について：
誤用、濫用、通常の摩耗や亀裂による故障は、本保証の対象に含まれません。また、消耗
品等の自然消耗、劣化などの理由による交換や修理は対象外となります。弊社は、本機器
の故障、又はその使用によって生じた、付随的損害または間接的損害に対する一切の責任
を負いません。 ケーブル、先端ツール、各種アクセサリー類は消耗品等に含まれますの
で、交換や修理は保証の対象外となります。

保証対象：
製造または材料の欠陥以外の理由で本機器が使用不能になったときには、保証の適用は終
了します。

保証や修理を受けるときには：
本機器をご購入いただいた販売店にお持込ください。または、運賃前払いにて弊社商品セ
ンターに発送してください。また、修理内容にかかわらず返送時の運賃はお客様のご負担
となります。

保証や修理方法：
保証や修理対象の製品は、弊社の選択により、修理または交換して返送いたします。保証
対象外の製品については、有償にて修理をいたします。

保証の適用について：
弊社に代わって、販売店、代理店などが本保証を変更したり、別の保証を提供したりする
ことはありません。

2013/06	 999-999-425.07
	 REV.	A

www.ridgid.jp	 www.emerson.co.jp

※ 本書記載内容については、製品の仕様変更などにより、予告なく変更となる場合がござ
います。あらかじめご了承下さい。


